
京都のネットワーク力

島津製作所常務執行役員基盤技術研究所長田佳一氏

京
都
大
学

再
生
医
療
の
未
来
開
く平野博文文部科学相

に説明する山中伸弥教
授（京大ｉＰＳ細胞研
究所、４月 日）

　
連
携
面
も
着
々
―
。
将

来
、
再
生
医
療
に
向
け
た
応

用
へ
の
期
待
が
膨
ら
む
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞

万
能
細
胞

。
研

究
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
開
発
し
た
山
中

伸
弥
教
授
が
所
長
を
務
め
る

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

所

Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ

だ
。

　
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
が
各
機
関
と
連

携
す
る
大
型
案
件
は
、
内
閣

府
の
「
最
先
端
研
究
開
発
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採
択
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
技
術
の
国
際
標
準
化

を
目
指
す
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
再

生
医
療
応
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
、
科
学
技
術
振
興
機

構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

と
の
「
戦
略

的
創
造
研
究
推
進
事
業
の
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
が
あ
る
。

　
企
業
と
の
連
携
も
進
む
。

バ
イ
オ
事
業
を
手
が
け
る
タ

カ
ラ
バ
イ
オ
は
、
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ

に
プ
ラ
ス
ミ
ド
ベ
ク
タ
ー
を

供
給
す
る
。
ベ
ク
タ
ー
は
遺

伝
子
を
細
胞
に
導
入
す
る
た

め
の
分
子
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
製

造
に
は
化
学
物
質
に
近
く
、

安
全
性
の
レ
ベ
ル
が
高
い
プ

ラ
ス
ミ
ド
が
向
く
。

　
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
と
Ｃ
ｉ
Ｒ

Ａ
は

年
３
月
か
ら
臨
床
試

験
で
の
使
用
を
想
定
し
た
共

同
研
究
を
始
め
た
。
そ
の

後
、
同
年
７
月
に
製
造
供
給

に
関
す
る
契
約
を
結
ん
で
い

る
。

　
国
の
各
機
関
や
企
業
と
の

連
携
で
、
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
先
端
研
究
を
追
求
す
る
。

ワ
コ
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
で
つ
な
が
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
作
品
の
制
作
に
取
り
組
む
学
生

　
ワ
コ
ー
ル
が
子
会
社
の
ウ

ン
ナ
ナ
ク
ー
ル
、
京
都
精
華

大
学
と
２
０
１
１
年
か
ら
始

め
た
「
未
来
の
イ
ン
ナ
ー
ウ

エ
ア
創
出
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
デ
ザ
イ
ン
で
連
携
す
る

同
社
初
の
試
み
だ
。
同
大
の

授
業
の
一
環
で
、
学
生
が
デ

ザ
イ
ナ
ー
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
創
作
す
る
。
２
回

目
の

年
は
、
次
世
代
の
イ

ン
ナ
ー
ウ
エ
ア
の
「
ブ
ラ
ン

ド
化
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ッ
ケ

ー
ジ
や
ロ
ゴ
、
売
り
場
、
売

り
方
な
ど
の
提
案
を
含
め
た

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
。

　
完
成
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
の
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
の
よ
う
に
箱
か
ら
取

り
出
し
て
使
う
紙
の
パ
ン

ツ
。
ほ
か
に
も
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
が
集
ま

り
、
完
成
度
も
高
か
っ
た
。

ワ
コ
ー
ル
の
社
員
が
気
に
入

っ
た
作
品
を
３
点
選
び
、
投

票
し
た
が
、
絞
り
込
む
の
が

難
し
か
っ
た
と
い
う
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
は
学
生
の
ア
イ
デ
ア

を
ヒ
ン
ト
に
す
る
な
ど
活
動

を
通
じ
て
多
く
の
刺
激
を
受

け
た
よ
う
だ
。

　
下
着
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
教
育

に
力
を
入
れ
る
大
学
と
の
連

携
は
地
域
の
話
題
と
し
て
注

目
さ
れ
、
今
後
の
進
展
が
期

待
さ
れ
る
。
現
在
は
、
一
部

の
作
品
に
つ
い
て
商
品
化
を

進
め
て
い
る
。
「
活
動
自
体

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

ワ

コ
ー
ル
宣
伝
企
画
課

と
取

り
組
み
の
周
知
に
も
力
を
入

れ
、
７
月
に
は
ウ
ン
ナ
ナ
ク

ー
ル
の
得
意
先
向
け
展
示
会

で
作
品
を
展
示
し
た
。

エ
ネ
・
医
療
関
連

強
み
持
ち
寄
り
変
革
へ

　
京
都
に
存
在
す
る
リ
ソ
ー

ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
や
医
療
関
連
の
新

産
業
創
出
だ
。

　
技
術
や
実
績
を
持
つ
企

業
、
最
先
端
を
走
る
大
学
の

研
究
者
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

産
学
、
産
産
の
連
携
が
う
ま

く
か
み
合
え
ば
、
そ
の
可
能

性
は
十
分
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で
は
、

け
い
は
ん
な
地
域
の
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
実
証
や
、
京
都

大
学
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
の
革

新
型
蓄
電
池
先
端
科
学
基
礎

研
究
に
注
目
が
集
ま
る
。
ロ

ー
ム
の
パ
ワ
ー
半
導
体
、
京

セ
ラ
の
太
陽
電
池
、
オ
ム
ロ

ン
の
電
力
制
御
、
Ｇ
Ｓ
ユ
ア

サ
の
大
容
量
蓄
電
池
、
ニ
チ

コ
ン
の
電
力
変
換
な
ど
京
都

企
業
同
士
の
強
み
を
持
ち
寄

っ
た
連
携
も
待
望
さ
れ
る
。

　
医
療
関
連
で
は
京
都
大
学

山
中
伸
弥
教
授
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞

万
能
細
胞

を
用
い
た

再
生
医
療
、
島
津
製
作
所
の

タ
ン
パ
ク
質
解
析
を
元
に
し

た
創
薬
や
診
断
法
の
研
究
な

ど
は
、
裾
野
の
広
が
り
も
想

定
さ
れ
る
。
医
療
機
器
や
医

療
向
け
部
品
に
も
ロ
ー
ム
、

オ
ム
ロ
ン
、
村
田
製
作
所
、

堀
場
製
作
所
、
ニ
チ
コ
ン
な

ど
が
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ハ
イ
テ
ク
以
外
の
リ
ソ
ー

ス
に
も
富
ん
で
い
る
。
古
く

か
ら
の
伝
統
工
芸
や
国
内
外

か
ら
学
び
に
来
る
学
生
。
こ

れ
ら
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
取
り
組
み
も
各
所
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
一
つ

の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

漆芸職人が丹精に細工を仕上げた「漆ネプロス」

Ｋ
Ｔ
Ｃ
伝
統
工
芸
と
の
コ
ラ
ボ

　
伝
統
技
術
と
産
業
の
連
携

―
。
京
都
の
近
代
産
業
は
窯

業
な
ど
土
地
固
有
の
工
芸
技

術
を
源
流
と
し
て
い
る
モ
ノ

が
数
多
い
と
指
摘
さ
れ
る
。

伝
統
技
術
の
担
い
手
に
と
っ

て
、
次
の
世
代
に
技
術
を
伝

承
す
る
に
は
、
仕
事
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
も
重
要
な
課

題
。
自
分
た
ち
の
技
術
を
製

品
の
付
加
価
値
と
し
て
工
業

品
に
採
用
で
き
な
い
か
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
試
さ
れ
て
き
た
。

　
漆
塗
り
の
技
術
を
持
つ
佐

藤
喜
代
松
商
店

京
都
市
北

区

も
、
そ
う
し
た
１
社
。

京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
工

具
へ
の
装
飾
を
Ｋ
Ｔ
Ｃ
に
話

を
持
ち
か
け
た
。
Ｋ
Ｔ
Ｃ
の

高
級
工
具
「
ネ
プ
ロ
ス
」
ラ

チ
ェ
ッ
ト
レ
ン
チ
の
握
り
手

部
分
に
蒔
絵
を
施
す
提
案
。

ま
き
え

　
Ｋ
Ｔ
Ｃ
は
そ
の
申
し
出
を

受
け
、
漆
塗
り
に
対
応
で
き

る
木
製
の
握
り
手
を
作
れ
る

業
者
を
関
西
一
円
で
探
し
て

提
供
。
漆
芸
職
人
が
丹
精
に

細
工
を
仕
上
げ
た
。
完
成
品

は
昨
秋
、
東
京
都
内
で
開
か

れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て

好
評
を
得
た
。
「
実
用
性
は

な
い
が
見
た
目
は
き
ら
び
や

か
。
鑑
賞
用
途
で
製
品
化
も

検
討
し
た
い
」

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
本
部

。
新
旧
技
術

融
合
の
象
徴
と
し
て
感
性
に

訴
え
る
商
品
。
売
れ
行
き
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　グローバルに厳しい競争を勝
ち残るには何が必要か。その答
えの一つが世界に通用する独創
性の高い技術であることは間違
いない。京都にはそうした技術
を持つ世界レベルの企業、研究
者が多い。エネルギー問題を契
機として「グリーンイノベーシ

ョン」などと産業変革期の真っ
ただ中。得意な技術を持ち寄
り、新たな産業を創出できるチ
ャンスが到来したとも指摘でき
る。地域資源を新たな創造に結
びつけることができるか、 産
・学・公 京都のネットワーク
力が試されている。

事
業
戦
略
で
も
重
要
位
置
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
パ
ー
ト
ナ
ー

産
学
連
携
、
脈
々
と
受
け
継
ぐ
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「
言
葉
が
で
き
る
以
前
か
ら

産
学
連
携
は
身
近
に
あ
っ
た
」

と
は
、
島
津
製
作
所
基
盤
技
術

研
究
所
長
の

田
佳
一
常
務
執

行
役
員
。
理
化
学
機
器
の
販
売

を
原
点
と
す
る
同
社
。
顧
客
は

大
学
の
先
生
な
ど
で
、
彼
ら
の

ニ
ー
ズ
を
機
器
の
開
発
に
落
と

し
込
ん
で
い
た
か
ら
広
い
意
味

で
産
学
連
携
と
言
え
る
。

　
同
社
の
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
る
Ｘ

線
撮
影
装
置
開
発
も
京
都
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
成
果
だ
。
当

時
か
ら
の
「
連
携
を
重
視
し
、

将
来
を
見
据
え
て
モ
ノ
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
」
と
い
う

姿
勢
が
、
企
業
文
化
と
し
て
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
今
も
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

含
め
、
「
分
析
計
測
、
医
療
機

器
な
ど
年
間
１
０
０
件
ぐ
ら
い

の
協
同
研
究
」
を
進
め
て
い

る
。
事
業
戦
略
で
も
重
要
な
位

置
づ
け
を
占
め
て
お
り
、
京
都

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
パ
ー
ト

ナ
ー
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ

て
い
る
。

　
現
代
京
都
産
業
の
歴
史
を
さ

か
の
ぼ
る
時
、
一
つ
の
出
発
点

と
し
て
島
津
に
行
き
着
く
。
多

く
の
企
業
が
創
業
期
に
同
社
か

ら
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
り

す
る
な
ど
、
何
か
し
ら
の
関
係

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く

な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
企
業
と

の
産
産
連
携
は
事
例
に
乏
し
い

と
い
う
。

　
企
業
は
お
互
い
を
尊
重
す
る

が
、
積
極
的
に
共
同
で
取
り
組

も
う
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。

「
京
都
企
業
は
得
意
分
野
に
特

化
し
、
す
み
分
け
を
図
っ
て
き

た
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
具

体
的
に
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
よ
う
な
案
件
が
見
あ
た
ら
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
と

い
う
。

　
一
方
で
、
市
内
の
公
設
試
験

研
究
機
関
に
は
同
社
の
最
新
の

評
価
設
備
が
並
び
、
中
小
企
業

ら
が
技
術
開
発
に
役
立
て
て
い

る
。
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
大
に
つ
な
が
る
」
と
し
て
、

公
的
機
関
と
の
関
係
も
重
視
し

て
い
る
。

　
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
聞

き
に
い
け
る
」
。
地
理
的
に
恵

ま
れ
た
環
境
が
、
産
学
・
産
産

連
携
を
あ
え
て
意
識
さ
せ
な
く

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

田
常
務
は
今
後
の
京
都
に

お
け
る
産
学
連
携
に
つ
い
て

「
企
業
と
大
学
が
交
流
で
き
る

場
が
、
も
っ
と
あ
っ
て
も
良

い
」
と
提
言
す
る
。
大
学
の
シ

ー
ズ
と
出
会
う
機
会
が
増
え
れ

ば
、
連
携
の
可
能
性
も
広
が

る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ８月２８日 火曜日 　　


